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論文審査の結果の要旨

本研究は、酵素を検出対象、あるいは検出手段として利用する新規なバイオ分析用分子システム

の開発に成功し、その有用性を実証している。以上の成果は、創薬や診断の分野に大きく貢献する

成果であり、材料化学の分野に寄与するところが大きい。よって、本論分は、博士（工学）の学位論

文に値するものと認める。


